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（第１章 環境学習施設の整備方針） 
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第１章 環境学習施設の整備方針 

１－１ 環境学習の必要性 

現代社会において、私たちは、大量生産・大量消費・大量廃棄型の活動により豊かで便

利な生活を享受してきたが、その一方で、廃棄物の諸問題、地球温暖化や海洋プラスチッ

ク問題、生物多様性の喪失などの深刻な環境問題を引き起こし、世界的な喫緊の課題とな

っている。 

このような課題を背景に、持続可能な開発目標（SDGs）や地球温暖化対策の新たな枠組

みであるパリ協定が採択されるなど、国内はもとより、国際的にも持続可能な社会の構築

に向けた機運が高まっており、特に、持続可能な開発のための教育（ESD）は、持続可能

な社会の創り手を育む教育として、SDGs に掲げる 17 の目標全ての達成への不可欠な手段

であるとされている。 

日本国内でも、ESD の考え方に沿った教育を行うことができるよう新学習指導要領に持

続可能な社会の構築の観点が盛り込まれているように、私たちの生活や行動が環境に大き

な影響を及ぼしていることを理解し、自ら考え行動していく能力を身に付けていくための

環境学習が重要である。 

本県においても、環境基本計画を策定し、低炭素社会の実現、循環型社会の構築、自然

と共生する社会の創出等を基本目標に定め、様々な施策を推進している。 

また、持続可能な循環型社会の形成を目指して、第５次茨城県廃棄物処理計画を策定す

るなど、県民等の問題意識の向上や３Ｒ行動の促進を図り、子どもから大人まで県民一人

ひとりに廃棄物や環境に対する理解を深めていただくため、環境学習をはじめとした普及

啓発活動に努めている。 

平成 17 年に供用開始した現処分場であるエコフロンティアかさまでも、ごみと自然環

境の関わり方などを展示物に触れて体験しながら自発的に発見・学習できる環境学習施設

を整備している。 
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１－２ 整備の背景 

（１）新産業廃棄物最終処分場 

県は、公共関与の産業廃棄物最終処分場エコフロンティアかさまの後継施設として、新

たな産業廃棄物最終処分場（以下、「新処分場」という。）を整備することとし、令和２年

５月に整備候補地として日立市諏訪町を決定、令和３年８月の日立市からの受諾表明後、

翌９月から学識経験者や日立市関係者等で構成する新産業廃棄物最終処分場基本計画策定

委員会で審議を進め、市民報告会を経て、令和４年４月に新産業廃棄物最終処分場基本計

画（以下、「新処分場基本計画」という。）を策定した。 

 

（２）併設施設としての環境学習施設 

  新処分場基本計画においては、県民の資源循環や環境に関する意識向上を図るため、環

境学習施設（以下、「本施設」という。）を併設することとし、その整備の方向性を定めてい

ることから、本施設の具体的な整備内容を定めた新処分場併設環境学習施設基本計画（以

下、「本計画」という。）を作成する。 

 

＜参考＞新処分場基本計画における環境学習施設の整備の方向性 

環境学習施設整備イメージ 

①学ぶ 

最終処分場の機能や役割、３Ｒをはじめ、地球規模の環境問題や脱炭素社会に向けた先端

技術等に関する紹介や日立市の自然や環境政策の取組、地域資源など市民に身近な内容をテ

ーマとした展示により、環境問題を自分事として捉え、環境への総合的な理解を深める。 

また、最終処分場をはじめとした各施設を実際に見学することで、処分場設置の意義や安

全性への理解を深める。 

②体験する 

地域資源を活用した体験学習やリサイクル体験メニューにより、環境と地域への興味・理

解を深める。 

③つなぐ・活動する 

環境団体やボランティア等が活動できる拠点を創出し、地域の交流や環境に関する情報発

信を促進する。 
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１－３ 整備地の基本事項 

（１）整備地の概要 

新処分場は、日立市諏訪町地内の「日立セメント太平田鉱山跡地」を活用して整備され

る。整備地は県道 37 号日立常陸太田線に接する。諏訪町は日立市の中央部に位置し、当整

備地を含む多賀山地は地下資源に恵まれており、日立セメント株式会社がセメントの原料

である石灰石を長年採掘していた鉱山である。 

  

（２）整備地周辺における地域資源 

整備地と周辺地域資源の位置関係を図１.１に示す。また、周辺地域資源の概要を表１.１

に示す。 

 

地図出典：国土地理院地図（電子国土 web） 

 

 

 

 

 

 

 

図１.１ 整備地と周辺地域資源の位置関係 
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① 鮎川 高鈴山を水源とした河口まで約５km

の川。アユ、ヤマメ、ハゼ等が生息し

サケの遡上も見ることができる。この

鮎川沿いに諏訪梅林があり、水遊びス

ポットになっている。 

 

② 諏訪の水穴 

（整備地から約 500m） 

緑豊かな自然に囲まれた清水が湧き

出る小規模な鍾乳洞であり、内部では

鍾乳石や石筍なども確認できる。 

 

③ 諏訪梅林 

（整備地から約 1.5km） 

水戸藩第九代藩主徳川斉昭（烈公）が、

梅の木を数百本株植栽した歴史があ

る。四季を通じて数多くの市民が訪れ

る憩いの場となっている。 
 

④ かみすわ山荘 

（整備地から約 2km） 

鮎川の上流に位置し、上諏訪小学校跡

地にある。宿泊施設の他、多目的ホー

ル、野外炊飯施設を備える。 

 

⑤ 高鈴県立自然公園 高鈴山を中心とした多賀山地南部の

自然公園。山頂へのハイキングコース

が整備され、スギ、ヒノキの植林地が

多く、山頂付近と社寺有地には自然林

が残っている。  

⑥ 日立シビックセンター 

（科学館「サクリエ」） 

（整備地から約 5.3km） 

市立記念図書館・音楽ホール・科学館・

天球劇場(プラネタリウム)などを備え

た複合施設。科学館「サクリエ」は見

るだけではなく、遊んで学べる体験型

の展示物が中心となっている。 

 

⑦ 日立市郷土博物館 

（整備地から約 5.6km） 

日立市の歴史と産業の移り変わり、

人々の暮らしや祭りについて学ぶこ

とができる。郷土にかかわる考古・歴

史・産業・民族資料、美術資料を収集

し保存、研究、展示を行う。  

⑧ 日鉱記念館 

（整備地から約 5.7km） 

日立鉱山を開業してから JX金属グル

ープに至るまでの活動を紹介する施

設。採掘（鉱石、模擬坑道）、製錬（大

煙突）、リサイクルなど事業ごとに展

示を行っている。  

⑨ 日立オリジンパーク 

（小平記念館） 

（整備地から約 7.5km） 

日立製作所の企業理念とともに創業

製品から始まり 1 世紀を超えるこれ

までの事業と社会貢献のあゆみを紹

介している。 

 

画像出典：日立市の観光案内（https://www.city.hitachi.lg.jp/kankou/index.html） 

日立市観光物産協会（http://www.kankou-hitachi.jp/）ひたち風（https://www.city.hitachi.lg.jp/citypromotion/） 

表１.１ 周辺地域資源の概要 

https://www.city.hitachi.lg.jp/kankou/index.html
http://www.kankou-hitachi.jp/
https://www.city.hitachi.lg.jp/citypromotion/
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１－４ 整備の方向性 

１－４－１ 本施設の目標 

本施設は、持続可能な社会の実現に向け、資源循環に関する学習や日立市の豊かな自然

と周辺環境を活かした学習を通じて、環境に関する総合的な理解を促進することはもとよ

り、本施設を拠点とした地域間交流を図り、他の施設とも連携し、県内全域に波及できる

ような広がりをもった環境学習を提供できる場を目指す。 

また、日立市と連携し、環境都市宣言をしている日立市のまちづくりに貢献し、県民全

体の環境問題への意識醸成につながる施設を目指す。 

このことから、本施設においては、次の３つを施設の目標として整備を進めていく。 
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１－４－２ 環境学習 

持続可能な社会の実現に向けた効果的な環境学習を行うためには、近年の多様な環境

問題について、その原因と解決に向けた取組を総合的に理解できる学習内容とする必要

がある。  

 

  （１）環境学習のテーマ 

本施設においては、廃棄物の適正処理の先導的役割を果たす新処分場に併設するとい

う特性を活かし、廃棄物を主なテーマとした学習から自然環境の保全、地球規模の環境

問題まで発展する環境学習を展開することとし、次の３つをテーマとして進めていく。 

 

○廃棄物と資源循環の推進 

持続可能な社会を目指すうえでは、限りある資源を効率的に利用し、リサイクル

などで循環させながら、将来にわたって持続して使い続けていく循環型社会の形成

が欠かせない。 

私たちは、毎日の生活からごみを排出しており、今日の廃棄物問題の原因者の一

主体となっているからこそ、私たちが日々の行動を見直すことで３Ｒを促進するだ

けでなく、企業の意識改革やリサイクル産業の育成にもつながり、廃棄物に起因す

る身近な環境問題や地球規模の問題を解決する循環型社会の構築へと変革される。 

よって、「廃棄物と資源循環の推進」を本施設における環境学習のテーマの１つと

する。 

     

 

○自然環境の保全と共生 

   私たちの生活は、あらゆる面で豊かな自然のめぐみによって支えられて成り立っ

ているが、私たちの生産活動、消費活動等によって様々な環境問題を引き起こし、

自然環境の破壊や生態系に悪影響を及ぼしている。 

   自然環境を保全、再生し、持続可能な社会を実現するためには、身近な自然の大

切さや現状を学び、私たちに何ができるのかを自らが考え行動する必要がある。 

   よって、「自然環境の保全と共生」を本施設における環境学習のテーマの１つとす

る。 
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○地球温暖化への対応 

     私たちの生活が豊かになり、産業活動が活発になるにつれて、二酸化炭素等の温

室効果ガスが大量に大気中に放出され、地球全体の平均気温を上昇させることで地

球規模の気候変動等が発生し、私たちの生活や自然環境へ悪影響を生じさせている。 

     このような状況から、世界的にも政府や企業等による脱炭素社会を目指した様々

な取組が加速しているが、私たち一人ひとりが問題意識を持ち、出来る限り地球温

暖化対策を行うことが重要である。 

     よって、「地球温暖化への対応」を本施設における環境学習のテーマの１つとする。 

      

 

上記の３つのテーマで環境学習を進めていくうえでは、新処分場基本計画において示

した「学ぶ」、「体験する」、「つなぐ・活動する」のコンセプトを基に、３つのテーマが相

互に関連するような環境学習により、環境に関する総合的な理解と意識醸成を図ること

が重要となる。 

また、地域や環境団体等の活動と連携した学習により、広がりのある環境学習を推進

していく。 

学習テーマの展開イメージを図１．２に示す。 

 

 

 

 

 

図１.２ 学習テーマの展開イメージ 
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（２）学習対象 

環境問題の解決に向けては、社会全体で取り組んでいく必要があるが、特に、次世代

を担う子どもたちは、中長期的な環境問題への取組のメインプレーヤーとなる存在であ

り、早い段階から環境について学び、豊かな感受性や見識を持つことが重要である。 

このことから、本施設においては、環境学習には基礎的な環境に関する知識が必要で

あることや、エコフロンティアかさまにおける環境学習の実績などを踏まえ、学習のメ

インターゲットは小学校高学年から中学生・高校生とし、授業プログラムとの連携も検

討しながら、それぞれの学習段階に応じた理解へと導いていく。 

また、学習の実施にあたっては、幅広い世代の交流や、地域住民・環境団体・企業・

大学等へそれぞれの活動内容に応じた活躍の場や機会の提供を行い、それらが活動する

ことで自らも学ぶことができる事業展開を検討する。 

 

１－４－３ 企業等との連携 

   新処分場に併設する本施設の特性を活かし、環境学習だけでなく、企業等によるリサ

イクルや廃棄物に関連する研究事業等との連携を図り、循環型社会の形成に資する取組

を推進していく。 

 


